


















































p.1 ）ことを出発点とし、 「これらの要因が」結束性である、 と示す。 「意味的な」
























































































掲載日と号数（創刊からその日の新聞までの通し番号） 本稿で引用した投書の見出 、 投書者の情報【出身地・年齢または学年・性別】は次のとおり。 （投書者の情報は、新聞記載から判明する範囲で転記する。 ）
二〇一一年五月三十日（第
26088





























































ここでも、 「ゆうだい君」 「みんなで考える」は、五月十八日の「ゆうだい君の手紙」を指す。リード文や第一の見出し、小見出しと同様に 読み手に過去の記事を含めてテクストの一部となる想定を設定させ、架空のテクスト性を生じさせる。
つまり、リード文及び見出しは、架空のテクスト性を押し付けることで結束性が認められる。こうした結束性をハリデイ・






















































































































































p.416 ） 。新聞の特集では、 二の主題「東
電」は一の題述「東電」を繰り返す、同一語の繰り返し り語彙的結束性を有し、一と二の投書の結束性を生じさせる。三の主題「まず」は、ゆうだい君の意見 みんなで考える」ことをし いる時間を起点に 対照的に派生する時間（あるいは順序）であり、 同位語として、 対照的な指示関係による語彙的結束性を生じさせる。四の主題「電気」は、 一や二に含まれる「東電」がつくるエネルギーであり 「東電」の上位語として、排除的な指示関係によ 語彙的結束性を生じさせる。
ハリデイ・ハサン（一九九七年）によれば、 こうした「語彙的パタン化が本質的に蓋然的な性質を備えているため」 、 また、 「語
彙的パタン化は、構造の範囲外にあり、構造的関係に制約されることはないので、一連の互いに関係のない構造を、統合された、首尾一貫性のある統一体に変換するのに寄与する （
p.418 ）という。語彙的結束性を有する、投書者の異なる投書が、首
尾一貫性のある統一体の「特集 というテクストを構成し いる。（四）今後の課題そのほか、結束性及び首尾一貫性について、巨視的な視点を持つと、他日に及ぶ投書 共通する語彙や句が認められそうだ。
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